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令和８年度 

関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 

第１回理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和８年６月５日（金） 

         １４時００分～１６時００分 

  場所：日本弘道会ビル ８階 講堂 

 第 2 回役員会・拡大役員会/第 1 回理事

会 
（令和 8.7.17） 

報告３ 



 

 

令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 第１回理事会次第 

 

日時：令和８年６月５日（金） 14:00～16:00  

     会場：日本弘道会ビル ８階 講堂 

 

 

１ 開会 関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 副会長 小池 茂子 

     （神奈川県社会教育委員連絡協議会 会長） 

 

２ あいさつ 

  主催者 関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 会長代理 佐藤 忍 

      （群馬県社会教育委員連絡協議会 副会長） 

  ご来賓 一般社団法人 全国社会教育委員連合 会長 鈴木 眞理 様 

一般社団法人 全国社会教育委員連合 常務理事・事務局長 豊田 政治 様 

 

３ 来賓紹介 

  一般社団法人 全国社会教育委員連合 会長 鈴木 眞理 様 

一般社団法人 全国社会教育委員連合 常務理事・事務局長 豊田 政治 様 

 

４ 自己紹介 

 

５ 議事 

（１）第 57 回関東甲信越静社会教育研究大会群馬大会について 

（２）第 58 回関東甲信越静社会教育研究大会千葉大会について 

（３）第 70 回全国社会教育研究大会静岡大会（第 59 回関東甲信越静社会教育研究大会 

静岡大会）について 

 （４）関東甲信越静社会教育研究大会分科会事例発表都県市ローテーションについて 

（５）全国大会・関ブロ大会の開催ローテーションについて 

 （６）その他 

①令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会事務局一覧表について 

②その他 

 

６ 連絡 

 （１）令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会第２回理事会について 

    令和９年３月上旬を予定（全国社会教育委員連合理事会・総会のおよそ１週間後を

目途に開催予定） 

 

７ 閉会 関東甲信越静社会教育委員連絡協議会 副会長代理 鈴木 正一郎 

     （千葉県社会教育委員連絡協議会 副会長） 
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関東甲信越静社会教育委員連絡協議会  規約  
 
（名称）  

第 1 条 本会は、関東甲信越静社会教育委員連絡協議会と称し、事務局を関東甲信越静社

会教育研究大会の開催都県に置く。  
 
（目的）  

第 2 条 本会は、社会教育委員相互の連携を図り、社会教育の振興に資することを目的 

とする。  
 
（事業）  

第 3 条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。  

1  関東甲信越静社会教育研究大会の開催に関すること。  

2   その他本会の目的達成に必要な事項に関すること。  
 
（組織）  

第 4 条 本会は、関東甲信越静地区の 1 1 都県および東京都市町村の社会教育委員連絡協 

議会等、ならびに政令指定都市の社会教育委員の会議等をもって構成する。  
 
（役員）  

第 5 条 本会には役員を置き、役員の任期は 1 年とする。  

1 会長（1 名）は、大会開催都県の社会教育委員連絡協議会等会長をもってこれに  

充て、本会を代表し、会務を統括する。  

2 副会長（2 名）は、前期開催都県と次期開催都県の社会教育委員連絡協議会等会  

長をもってこれに充て、会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行す  

る。  

3 理事は、各都県・東京都市町村の社会教育委員連絡協議会等および政令指定都市  

の社会教育委員の会議等の会長等、ならびにそれらの事務局長等をもって構成す  

る。  
 
（会議）  

第 6 条 本会の会議は理事会と称し、年 1 回以上開催する。  

1 理事会は、本会の運営および事業について協議し、決定する。  

2 理事会は会長が招集し、出席者の過半数によって決定する。  

3    理事会は各理事の代理出席を認めるものとし、その場合はその旨を理事会に報告

する。  
 
（附則）  

この規約は、平成 3 年 2 月 2 8 日から施行する。  

この規約は、平成 8 年 10 月 19 日から施行する。  

この規約は、平成 1 5 年 3 月 1 2 日から施行する。  

この規約は、平成 1 6 年 3 月 1 2 日から施行する。  

この規約は、平成 2 7 年 3 月 1 7 日から施行する。  

- 2 -



令和８年５月現在

役　職 氏　名 団　体　名

会　長 岩﨑　哲
 
 　群馬県社会教育委員連絡協議会

小池　茂子 　 神奈川県社会教育委員連絡協議会

二宮　義文    千葉県社会教育委員連絡協議会

稲葉　里子 　 茨城県社会教育委員連絡協議会

佐竹　信哉    栃木県社会教育委員協議会

中根　將行    埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会

二宮　義文    千葉県社会教育委員連絡協議会

笹井　宏益    東京都生涯学習審議会委員連絡協議会

生尾　光    東京都市町村社会教育委員連絡協議会

山田　智之    新潟県社会教育委員連絡協議会

加藤　重義    山梨県社会教育委員連絡協議会

羽田　吉彦    長野県社会教育委員連絡協議会

中嶌　るり子    静岡県社会教育委員連絡協議会

梶野　光信    さいたま市社会教育委員会議

改選中    千葉市社会教育委員会議

牧野　篤    横浜市社会教育委員会議

改選中    川崎市社会教育委員会議

秦野　玲子 　 相模原市社会教育委員会議

改選中    静岡市社会教育委員会議

山本　巌    浜松市社会教育委員会

佐藤　裕紀    新潟市社会教育委員会議

令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会　役員名簿　（敬称略）

副会長
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第57回関東甲信越静社会教育研究大会群馬大会 

令 和 ８ 年 度 群 馬 県 社 会 教 育 研 究 大 会 

開  催  要  項（案） 

 
１ 大会スローガン 

はばたけ未来へ 力あわせる社会教育 

～つる舞う形の ぐんま から～ 

 

２ 研究主題   学びから生まれるつながりやかかわりあいを通じたウェルビーイングの実現に向けて 

～社会教育委員の積極的な関わりを通して～ 

 

３ 開催趣旨       グローバル化や情報化、少子高齢化など社会が急激に変化する現在、これまでのような経済

的な豊かさだけでなく、精神的にも豊かで、多様な個人がそれぞれ幸せであるとともに、社会

全体も幸せである「ウェルビーイング（（Well-being））」の理念の実現を目指すことが求め

られています。ウェルビーイングの実現に向け、生涯にわたる学びを通じて人づくり・つなが

りづくり・地域づくりを目指す社会教育が果たす役割は、これまで以上に大きいと考えます。 

社会教育を推進していく上で何より大切なことは人と人とのふれあいです。一人一人の住民

が人の温かみに触れ、それを自分だけのものとせず、地域全体に循環していく社会を目指して

いきたいと思います。人と人との「かかわりあい」の価値を再認識し、学びの場を通じて地域

住民の「つながり」をつくり、社会教育委員のリーダーシップのもと、ウェルビーイングを実

現するための方策について研究協議することを趣旨とします。 

 

４ 期  日     令和８年１１月１９日（木）・２０日（金） 

 

５ 会  場     Ｇメッセ群馬（〒３７０－００４４ 群馬県高崎市岩押町１２－２４） 

※１日目 全体会（Ｇメッセ群馬 メインホール） 

２日目 分科会（Ｇメッセ群馬 中会議室） 

 

６ 参加対象     関東甲信越静各都県・区市町村社会教育委員及び社会教育関係者、社会教育関係団体関係者、 

          社会教育・生涯学習に関心のある者 等 

 

７ 主催・共催      一般社団法人全国社会教育委員連合、関東甲信越静社会教育委員連絡協議会、 

          第57回関東甲信越静社会教育研究大会群馬大会実行委員会、群馬県社会教育委員連絡協議会 

          群馬県教育委員会 

 

８ 後援（予定）    群馬県、群馬県市町村教育委員会連絡協議会  その他報道関係等 予定 

 

９ 参加費      ４，０００円 （学生 2,000円） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

- 4 -



10 日程（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 内容（予定） 

１１月１９日（木） 【全体会】  

 

   13:00～13:30 TUMO Gunma（ツーモぐんま）見学 （見学希望者 抽選５０名） 

13:45～14:05 アトラクション ・東京農業大学第二高等学校 吹奏楽部 演奏 

14:15～14:55 開会行事    ・主催者あいさつ 群馬大会実行委員長 

                全国社会教育連合会長 

群馬県教育委員会教育長 

・祝辞      群馬県知事 

・歓迎のことば  高崎市長 

・各種表彰式 

15:05～16:15 記念講演    ・「挑戦する勇気 ～背中を押してくれた大切な人の言葉～」 

落語家、ぐんま特使  林家 つる子 氏 

16:20～16:30 閉会行事    ・次期関東甲信越静社会教育研究大会開催県あいさつ（千葉県） 

・閉会のことば 

 

１１月１９日（木） 【情報交換会】 

 

時 間  18:00～20:00 

場 所  エテルナ高崎 （高崎駅から徒歩５分） 

〒370-0841 群馬県高崎市栄町22-30 

参加費  ７，０００円（税込） 
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  １１月２０日（金） 【分科会】     9:00～ 9:30 受付   9:30～11:30 分科会 

第１分科会 

テーマ ＜地域の教育力向上に向けた取組＞ 

地域社会とのつながりが希薄化する中、ウェルビーイングの実現に向けた学び

や人づくりによる地域力の向上について考える。 

助言者 共愛学園前橋国際大学 学長 大森 昭夫 氏 

事例発表者 内容 

【静岡県静岡市】 

静岡市社会教育委員 

未確定 

地域全体で子どもたちの成長を支えるために 

事例発表の概要 

学校支援、放課後の居場所づくりなど、学校と地域の連携・協働活動を推進す

る人材を育成するため、「“学校・地域”ひとつなぎコーディネーター養成講座」

を実施しています。講座の内容や、地域学校協働活動の体制強化に向けた取組に

ついて紹介します。 

【群馬県伊勢崎市】 

伊勢崎市社会教育委員会議 

議長 栗原 ウメ子 氏 

地域で子どもを育てる～社会教育で子どもたちに豊かな体験を～ 

事例発表の概要 

伊勢崎市社会教育委員会議では、事務局から「社会教育で子どもを育てるには

何が必要か」という課題の検討を依頼され、「地域で子どもを育てる」を主題と

して話し合いを進めてきました。今回の発表では、調査による実態把握から議論

のまとめに至るまでの一連の活動についてご紹介いたします。 

 

第２分科会 

テーマ ＜青少年教育と地域づくり＞ 

青少年を取り巻く社会環境が変化する中、体験活動等を通じた、青少年教育の

取組が地域づくりにも繋がっていくことについて考える。 

助言者 高崎商科大学  特任教授 熊倉 浩靖 氏 

事例発表者 内容 

【千葉県千葉市】 

公益財団法人千葉市教育振興

財団 千葉市土気公民館 

儘田 奈美 氏 

子どもたちの「やりたい！」を公民館運営に活かす！『子ども館長プロジェクト』 

事例発表の概要 

千葉市土気公民館では令和６年度から「誰もが集い・学び・楽しめる公民館」

にすることを目的に『子ども館長プロジェクト』に取り組んでいます。小学生 10

名程が、１年間を通して月に１回公民館に集まり、子ども館長会議・公民館サー

クルと交流・体験活動を重ねています。  

【群馬県藤岡市】 

藤岡市社会教育委員会議 

委員 

山口 暁 氏 

伝統芸能の伝承を通じた地域づくり～藤岡神田獅子舞の取り組みから～ 

事例発表の概要 

地域における伝統芸能の継承が、どのような社会教育的な意義をもち、またそ

れが青少年教育と地域づくりに結びついているかを藤岡神田獅子舞を事例とし、

取り組みを紹介する。 

 

第３分科会 

テーマ ＜今後求められる社会教育委員の役割＞ 

社会が急激に変化する中、地域社会におけるウェルビーイングの実現のために

重要な役割を果たす社会教育委員の積極的な関わりについて考える。 

助言者 群馬大学大学院教育学研究科 教授  音山 若穂 氏 

事例発表者 内容 

【山梨県】 

上野原市教育委員会 社会教育

課 社会教育委員の会議 

①上野原市社会教育委員の 

会議 議長 加藤 重義 氏 

②上野原市社会教育委員の 

会議 副議長 林 滋 氏 

 

人生１００年時代を支える社会教育とウェルビーイング 

事例発表の概要 

社会教育委員は、住民のウェルビーイングを実現するために、地域社会にどの

ように関わっていくべきか。委員自身が積極的に地域行事などを調査し、またそ

こに参加することで、住民の学びと地域課題の解決をつなぎ、住民主体の活動を

引き出す役割を果たすための提言をまとめた。 
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③上野原市社会教育委員の 

会議 委員 古屋 久 氏 

④上野原市教育委員会 社会 

教育課主幹 安藤 哲也 氏 

【群馬県嬬恋村】 

嬬恋村社会教育委員会議 

議長 髙丸 和江 氏 

対話と学びを通して考える社会教育委員の役割 

事例発表の概要 

会議のマンネリ化や知識不足を課題に、公民館長との意見交換会、アンケート、

勉強会、議会議長や行政との対話を重ねてきた。今後は子育て世代の声も聴き、

暮らしやすさにつながる活動を進めたい。 

 

第４分科会 

テーマ ＜地域資源を生かした次世代へのつながりづくり＞ 

地域における人口減少が進む中、人と人の「かかわりあい」を促進し、次世代

へのつながりを生み出していく地域資源を生かした活動について考える。 

助言者 埼玉工業大学人間社会学部 教授  茂木 勇 氏 

事例発表者 内容 

【東京都】 

東京都市町村社会教育委員連

絡協議会、調布市社会教育委員

の会議 

議長 篠﨑 光正 氏 

地域資源を生かした市民参加型演劇の取組について 

事例発表の概要 

調布市社会教育委員の会議では，令和７年度東京市町村社会教育連絡協議会ブ

ロック研修会において，社会教育の問題を考えていく手段として，市民から出演

者とスタッフを公募した演劇を実施した。地域資源を活用して実施した社会教育

劇上演までの取組を紹介する。 

【群馬県伊沼田市】 

沼田市社会教育委員の会議 

委員長 小林 昭紀 氏 

 

地域資源を生かした次世代へのつながりづくり 

事例発表の概要 

少子化や核家族化が急激に進む中、地域では担い手不足が深刻な課題となって

いる。そのため本市では、子どもたちの発達段階に応じ、地域資源を生かした育

成事業を展開している。子どもたちが地域を知り、誇りや愛着を持ち、次の世代

の担い手となることが期待される取組について紹介する。 

 

第５分科会 

テーマ ＜地域と学校の連携・協働＞ 

学校と地域を取り巻く課題が複雑化、多様化する中、「学校を核とした地域づく

り」の視点のもと、地域と学校が連携・協働した取組について考える。 

助言者 館林市教育委員会（コミュニティスクールディレクター） 酒井 一好 氏 

事例発表者 内容 

【静岡県】 

静岡県社会教育連絡協議会、川

根本町社会教育委員会議 

川根本町地域学校協働活動推

進員 植田 直美 氏 

学校と地域を繋ぐコミュニティ・スクール 

事例発表の概要 

当町では、０～18 歳までの一貫したシームレスなコミュニティ・スクールをめ

ざして、地域と学校が一体となり、川根本町ならではの特色ある教育を推進する

ことを教育大綱に盛り込み、町全体をコミュニティと捉えた活動を行っています。 

【群馬県千代田町】 

千代田町社会教育委員会 

委員長 柿沼  正博 氏 

チャレンジ手帳に関する取り組みと今後の展望について 

事例発表の概要 

チャレンジ手帳の１０年間の取り組みと子どもたちの成長の変化を振り返ると

ともに、キャリアパスポートとの融合や社会教育を評価する仕組みとしての今後

の展望について発表する。 
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令和９年度第 58 回関東甲信越静社会教育研究大会 千葉大会概要（案） 

 

１ 大会スローガン 地域とともに未来を創る～房総の風が育む学びの輪～  

 

２ 研 究 主 題 地域で広げる人づくりとウェルビーイング 

 

３ 趣     旨 未定 

  

４ 開  催  日 令和９年１１月１８日（木）・１９日（金） 

 

５ 主 催/共 催（予定） 

  第 58 回関東甲信越静社会教育研究大会千葉大会実行委員会、千葉県社会教育委員

連絡協議会、関東甲信越静社会教育委員連絡協議会、一般社団法人全国社会教育

委員連合、千葉県教育委員会、千葉市教育委員会 

 

６ 参加対象 

  ・関東甲信越静各市区町村社会教育委員及び事務局関係者 

  ・同地区の社会教育関係団体会員、社会教育施設職員等社会教育関係者 

  ・同地区の地域住民、ＮＰＯ法人、社会教育士、学校関係等生涯学習・ 

社会教育に関心のある方 

 

７ 開催地（千葉市） 

【１日目（全体会）】青葉の森公園芸術文化ホール（ホール） 

〒260-0852 千葉県千葉市中央区青葉町 977-1 

【２日目（分科会）】未定 

  

８ 参加費 4,000 円（参加資料代等） 

 

９ 日程（予定） 

 

日

第１日目
11月18日(木)

休
憩

閉
会
行
事

第２日目
11月19日(金)

受
付

※受付時間開始予定
第1日目　11:40～
第2日目　 9:00～

開
会
行
事

記
念
講
演

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

分
科
会
打
合
せ

分
科
会

閉
会
・
解
散

受
付

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

3 4 59 10 11 12 1 2
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10 大会内容  

〇第１日目（全体会）  

・アトラクション ・開会行事 ・記念講演 ・シンポジウム ・閉会行事  

〇第２日目（分科会） 

 ５分科会 

 分科会名 発表市町村 

第１分科会 地域の教育力の再生 市原市 

第２分科会 社会教育施設との連携 千葉市 

第３分科会 学校教育との連携 
南房総市 

（安房地区） 

第４分科会 検討中 
いすみ市 

（夷隅地区） 

第５分科会 青少年教育 
袖ケ浦市 

（君津地区） 

 ※５分科会を予定。各分科会２事例（千葉県以外から１事例＋千葉県から１事例） 

 ※千葉県以外からの１事例については、公募を行う。事例発表希望が５事例に   

満たない場合には、未確定枠の発表をローテーションにより依頼する。 
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第７０回 全国社会教育研究大会静岡大会   
 
第５９回 関東甲信越静社会教育研究大会静岡大会 について （案） 

  

                             静岡県社会教育委員連絡協議会 

 

１ 期   日 

 令和１０年１０月１１日（水）～１０月１３日（金） 

 

２ 会   場 （全体会・分科会） 

 静岡県コンベンションアーツセンター / グランシップ   

  静岡県静岡市駿河区東静岡２丁目３－１ （ＪＲ静岡駅⇒東静岡駅下車 徒歩３分程度） 

 

３ 参 加 者 

 都道府県・政令指定都市・市町村社会教育委員及び社会教育関係職員 

 社会教育関係者、その他生涯学習・社会教育に関心のある方 など 

 

４ 参 加 費 

 ５，０００円（参加資料代等） 

 

５ 日   程 

 第 1 日目 １０月１１日（水）  

１４：００～１５：３０  全国社会教育委員連合理事会 

１６：００～１７：３０  都道府県・政令指定都市社教連等事務局担当者会議 

 

 第 2 日目 １０月１２日（木）  

１０：００～１１：００  全国社会教育委員連合総会 

１１：００～１２：３０  受付 

１２：３０～１７：００  全体会 

・歓迎アトラクション 

・開会行事 

・記念講演 

・シンポジウム 

・閉会行事 

１８：３０～２０：３０  情報交換会 

 

 第 3 日目 １０月１３日（金） 

  ９：００～ ９：３０   受付 

  ９：３０～１２：００   分科会（全５分科会） 各分科会終了後解散 

 

※ 大会スローガン、研究主題等各詳細については、今後実行委員会を立ち上げて決定する。 
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関東甲信越静社会教育研究大会 

開催都県及び分科会事例発表都県市ローテーションについて 

 

 
１ 関東甲信越静社会教育研究大会の開催都県について（平成２７年度確認） 

（１）開催年度の３年前の３月までに関ブロ理事会で正式決定する。 

（２）開催都県の順番は、関ブロ理事会で定めた「基本ローテーション（ハ）」により決定す

るが、全国大会（関ブロ大会と同時開催）の開催間隔（前回開催からの経過年数）を考

慮し、一部開催順序を入れ替える。 

（３）全国大会の開催都県（ロ）は、平成 27 年度確認により、千葉県を起点とした基本ロー

テーション（イ）を定め、関ブロ大会の開催間隔を踏まえ、開催順序を適宜入れ替え決

定する。 

 

２ 分科会事例発表都県市ローテーションについて（平成 22 年度～ 随時確認） 

（１）事例発表と県の順番は、大会開催順を基本とする。 

ただし、前年に大会を開催した都県は、原則として事例発表から除く。 

（２）政令指定都市の順番は、（上記）を原則とする。 

（３）原則として、政令指定都市は事例発表の１枠を担当し、残りの数が都県の担当となる。 

（４）都県順番 

  ①埼玉県 ②長野県 ③東京都 ④茨城県 ⑤栃木県 ⑥山梨県 ⑦神奈川県 

  ⑧群馬県 ⑨千葉県 ⑩新潟県 ⑪静岡県 ⑫政令指定都市 

（５）政令指定都市内順番 

  ①千葉市 ②横浜市 ③さいたま市 ④川崎市 ⑤静岡市 ⑥新潟市 ⑦浜松市 

  ⑧相模原市 

 

３ 平成 29 年度第２回理事会までに出された意見 

分科会の発表をローテーションとしているが、各都県の自発的な応募（公募）を望む。 

一方で、ローテーションを廃止してしまうと、公募が一定数集まらない場合、大会実施が

困難になる。 

 

４ 平成 30 年度第１回理事会での確認事項 

（１）公募かローテーションで行くかは、開催都県市の分科会構想に委ねる。その方向は、

開催前年度の第１回理事会までに提案する。 

（２）ローテーションの場合は、別紙事例発表候補都県市ローテーション表（案）による。ま

た、公募の場合も分科会の事例発表数に足りない場合は、ローテーション表により、

依頼する。 

（３）公募の場合もローテーション表の場合も、ローテーション表に反映させる。 
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５ 令和４年度第１回理事会での確認事項 

（１）ローテーション表に従えば、令和４年度の事例発表は、横浜市が順番１位であったが、

横浜市より発表が難しいという申し出があり、横浜市とさいたま市の相談の結果、さ

いたま市が発表することとした。 

（２）令和５年度の事例発表都県市ローテーションについては、再度、横浜市を順番１位と

する。 

（３）なお、政令指定都市内順番については、さいたま市が発表を終えているため、横浜市

の次は川崎市とする。 
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回 年度 開催都県 基本 全国 分科会数 公募 埼玉 長野 東京 茨城 栃木 山梨 神奈川 群馬県 千葉 新潟 静岡 政令市 備考

45 26 神奈川 ５＋２（特別） ⑦ ⑧ ⑨ ④ ⑩ ○ ⑤ ⑥ ― ③
①静岡
②新潟

46 27 群馬 5 7 8 9 5 ④ 10 ○ 6 ③ ② ①浜松

47 28 千葉 ○ 5 ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ―

48 29 静岡 （新潟） 5 8 9 ③ ② 10 ④ 5 6 7 ○ ①相模原

49 30 長野 （静岡） 5 ○ 7 ○ 8 9 ② 10 3 4 ⑤ 6
①千葉
○新潟

50 元 埼玉 ２＋３（発表なし） ○ ○ 6 7 9 8 ② 3 ⑩ 4 5 １横浜

51 2 新潟 （長野） ○ 5 ○ ⑨ 4 5 7 6 10 2 8 ○ ③ １横浜

52 3 東京 ３＋２（発表なし） 8 10 ○ ③ 5 ④ 7 ② 6 9 １横浜

左図のとおり事例発表を行う予定で準
備を進めておりましたが、新型コロナウ
イルス感染拡大により、１日開催に変更
となり、分科会の実施がなくなったた
め、ローテーション表を使用しておりま
せん。次年度は、東京大会でローテー
ション表を使用していないことを踏まえ
たものとなっております。

53 4 山梨 （茨城) 5 7 9 ③ ④ ○ 6 ② 5 10 8 ①さいたま
市

横浜市より事例発表が難しいという申し
出があったため、横浜市とさいたま市で
相談していただいた結果、さいたま市
に発表していただくことになりました。山
梨大会の翌年度のローテーションは、
再度、横浜市から始まります。

54 5 栃木 5 ○ ④ 6 8 10 ○ ③ 9 ② 7 ⑤ ①横浜

55 6 茨城 （山梨） ○ 5 ○ 8 2 ④ ○ 10 7 5 6 3 9 1川崎

56 7 神奈川 5 ○ 6 ② 10 ⑨ 8 ○ ④ 5 ③ 7 ①川崎

57 8 群馬 5 ○ 3 7 ⑥ 9 10 ⑤ ○ ② 8 ④ ①静岡

58 9 千葉 2 3 10 5 6 9 7 ○ 4 8 １浜松

政令市の事例発表枠について、順番
的には新潟市が優先順位１位である
が、新潟市がH30年度にローテーショ
ンとは別に事例発表を行ってるため、
R9年度の事例発表については新潟市
を飛ばして、次の順番の浜松市が優先
順位１位となる。

 ○  ：分科会事例発表都県市　、　　 ＼  ：開催都県　、　  

　　　　　　　　　　　関東甲信越静社会教育研究大会　分科会事例発表候補都県市ローテーション（案）

（１）事例発表と県の順番は、大会開催順を基本とする。ただし、前年に大会を開催した都県は、原則として事例発表から除く。　（平成２２年度大会より）
（２）政令指定都市の順番は、（5）を原則とする。　（平成２２年度大会より）
（３）原則として、政令指定都市は事例発表の１枠を担当し、残りの数が都県の担当となる。
（４）都県順番
　　①埼玉県　②長野県　③東京都　④茨城県　⑤栃木県　⑥山梨県　⑦神奈川県　⑧群馬県　⑨千葉県　⑩新潟県　⑪静岡県　⑫政令指定都市
（５）政令指定都市内順番
　　①千葉市　②横浜市　③さいたま市　④川崎市　⑤静岡市　⑥新潟市　⑦浜松市　⑧相模原市

：前年度開催都県　、　　数字：発表候補都県市順番

資料４-３
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関東甲信越静社会教育委員連絡協議会
全国大会・関ブロ大会の開催ローテーション（令和5年5月19日確認）

基　本(イ) 決定(ロ) 開催都県
前回からの
間隔

28 千葉県 千葉県 1 千葉県 千葉県 11 - H26.3
29 2 新潟県 静岡県 10 - H27.3
30 3 静岡県 長野県 10 - H28.3
元 4 埼玉県 埼玉県 10 H28.6 H29.3
2 新潟県 新潟県 5 長野県 新潟県 14 H28.6 H30.3
3 6 東京都 東京都 11 H28.6 H31.3
4 7 茨城県 山梨県 10 H28.6 R2.3
5 8 栃木県 栃木県 10 H28.6 R3.3
6 静岡県 茨城県 9 山梨県 茨城県 13 H28.6 R4.3
7 10 神奈川県 神奈川県 11 R1.5 R5.3
8 11 群馬県 群馬県 11 R1.5 R6.3
9 1 千葉県 千葉県 11 R1.5 R7.3
10 埼玉県 静岡県 2 新潟県 静岡県 11 R1.5 R8.3
11 3 静岡県 長野県 11 R5.5 R9.3
12 4 埼玉県 新潟県 10 R5.5 R10.3
13 5 長野県 東京都 10 R5.5 R11.3
14 茨城県 埼玉県 6 東京都 埼玉県 13 R5.5 R12.3
15 7 茨城県 山梨県 11 R8.5 R13.3
16 8 栃木県 茨城県 10 R8.5 R14.3
17 9 山梨県 神奈川県 10 R8.5 R15.3
18 栃木県 栃木県 10 神奈川県 栃木県 13 R8.5 R16.3
19 11 群馬県 群馬県 11
20 1 千葉県 千葉県 11
21 2 新潟県 静岡県 11
22 群馬県 長野県 3 静岡県 長野県 11
23 4 埼玉県 新潟県 11
24 5 長野県 東京都 11
25 6 東京都 埼玉県 11
26 長野県 山梨県 7 茨城県 山梨県 11
27 8 栃木県 茨城県 11
28 9 山梨県 神奈川県 11
29 10 神奈川県 栃木県 11
30 山梨県 群馬県 11 群馬県 群馬県 11
31 1 千葉県 千葉県 11
32 2 新潟県 静岡県 11
33 3 静岡県 長野県 11
34 神奈川県 東京都 4 埼玉県 東京都 10
35 5 長野県 新潟県 12
36 6 東京都 埼玉県 11
37 7 茨城県 山梨県 11
38 東京都 神奈川県 8 栃木県 神奈川県 10
39 9 山梨県 茨城県 12
40 10 神奈川県 栃木県 11
41 11 群馬県 群馬県 11

年
度

理事会
提案時期

開催最終
確認時期 備考

全国大会 関ブロ大会

基　　本(ハ)

【関東甲信越静社会教育研究大会開催都県の決定及び確認方法について】

１．開催年度の3年前の3月までに関ブロ理事会で正式決定する。
２．開催都県の順番は、関東甲信越静地区で定めた「基本ローテーション（ハ）」により決定するが、

全国大会（関ブロ大会と同時開催）の開催間隔を考慮し、一部開催順序を入れ替える。

３．全国大会の開催都県（ロ）は、平成27年度確認により、千葉県を起点とした基本ローテーション（イ）
を定め、関ブロ大会の開催間隔を踏まえ、開催順序を適宜入れ替え決定する。
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上段：会長等
中段：事務局長
下段：担当者

NO 団体名 住所（上）／電子メールアドレス（下） 電話(上)／ＦＡＸ(下) 会長等・事務局

〒310-8588　水戸市笠原町９７８－６ ０２９－３０１－５３１８ 稲葉　里子

茨城県教育庁総務企画部　生涯学習課振興Ｇ内 ０２９－３０１－５３３９ 坪井　麻紀子

阿部　裕美

〒320-8501　宇都宮市塙田１－１－２０ ０２８－６２３－３４０４ 佐竹　信哉

栃木県教育委員会　生涯学習課内 上﨑　桂子

shinsei-syougaigakusyu@pref.tochigi.lg.jp 井上　昌幸

〒371-8570　前橋市大手町１－１－１ ０２７－２２６－４６６６ 岩﨑　哲

群馬県教育委員会　生涯学習課内 ０２７－２２４－８７８０ 長谷　康夫

田野崎　和人

〒350-0192 埼玉県加須市北小浜１１９４ー２ ０４８０ー６２ー１２２３ 中根　將行

加須市教育委員会生涯学習課内 ０４８０ー６２ー２２２１ 塚田　義正

shogai@city.kazo.lg.jp 坂本　征男

〒260-8667　千葉市中央区市場町１－１ ０４３－２２３－４０７１ 二宮　義文

千葉県教育庁教育振興部　生涯学習課内 ０４３－２２２－３５６５ 山下　英之

skren_chiba@pref.chiba.lg.jp 今井　隆太

〒163-8001　新宿区西新宿２－８－１ 都庁第二本庁舎16階 ０３－５３２０－６８７４ 笹井　宏益

東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課内 季武　雅子

S9000027@section.metro.tokyo.jp 来住野　清子

〒187-8701　小平市小川町２－１３３３ ０４２－３４６－９５７４ 生尾　光

小平市教育委員会　教育部　地域学習支援課内 ０４２－３４６－９５７８ 照井　幸枝

chiikigakushushien@city.kodaira.lg.jp 中田　智久

〒231-8588　横浜市中区日本大通１ ０４５－２１０－８３４７ 小池  茂子

神奈川県教育委員会教育局生涯学習部生涯学習課内 ０４５－６６３－２１１５ 尾上　夏子

小林　正幸

〒950-8570　新潟市中央区新光町４－１ ０２５－２８０－５１４０ 山田  智之

新潟県教育庁　生涯学習推進課内 ０２５－２８４－９３９６ 庭野　敦史

長谷川　茜

〒400-8504　甲府市丸の内１－６－１ ０５５－２２３－１７７０ 加藤　重義

山梨県教育庁　社会教育課内 ０５５－２２３－１７７５ 髙山　尚己

shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jp 河西　絵美

〒380-8570　長野市南長野幅下６９２－２ ０２６－２３５－７４３７ 羽田　吉彦

長野県教育委員会事務局　生涯学習課内 ０２６－２３５－７４９３ 若林　厚子

syakyou@pref.nagano.lg.jp 油井　玲子

〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６ ０５４－２５２－０６２０ 中嶌るり子

静岡県教育委員会　社会教育課内 ０５４－２５２－０６２０ －

shizu.shakyoren@po3.across.or.jp 水野きみ代

〒330-9588　さいたま市浦和区常盤６－４－４ ０４８－８２９－１７０４ 梶野　光信

さいたま市教育委員会事務局　生涯学習部　生涯学習振興課内 ０４８－８２９－１９８９ －

駒井　友里香

〒260-8722　千葉市中央区千葉港1番1号 ０４３－２４５－５９５４ 未定

千葉市教育委員会　生涯学習振興課内 ０４３－２４５－５９９２ 西森　照泰

秋山　美緒

〒231-0005　横浜市中区本町６－５０－１０ ０４５－６７１－３２８２ 牧野　篤

横浜市教育委員会事務局　生涯学習文化財課内 ０４５－２２４－５８６３ 粕谷　美路

今泉　春奈

〒210-8577　川崎市川崎区宮本町１ ０４４－２００－３３０３ 未定

川崎市教育委員会事務局　生涯学習推進課内 ０４４－２００－３６７９ 大島　健之

仲田 　浩

〒252-5277　相模原市中央区中央２－１１－１５ ０４２－７６９－８２８７ 秦野　玲子

相模原市教育委員会　生涯学習課内 ０４２－７５４－７９９０ 稲野　博泰

天野　光洋

〒424-8701　静岡市清水区旭町６－８清水庁舎８階 ０５４－３５４－２３６９ 未定

静岡市教育委員会　教育総務課内 ０５４－３５４－２４７２ 島田　裕介

益田　ちづる

〒430-8652　浜松市中区元城町１０３－２ ０５３－４５７－２４１３ 山本　巌

浜松市役所　市民部　創造都市・文化振興課 ０５０－３７３０－２８８７ 加藤　元一

袴田　陽太

〒951-8554　新潟市中央区古町通7番町1010番地　古町ルフル4階 ０２５－２２６－３２７７ 佐藤　裕紀

新潟市教育委員会　生涯学習推進課内 ０２５－２２６－００５３ 山口  　穰

 lifelong.ed@city.niigata.lg.jp  神原　健太

〒101-0065　千代田区西神田３－１－６ ０３－６３８０－８５４０ 鈴木　眞理

日本弘道会ビル７階 ０３－６３８０－８５４１ 豊田　政治

鳥越　留美子

令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会事務局一覧表
（令和８年４月現在） 

1 茨城県社会教育委員連絡協議会

shogaku1@pref.ibaraki.lg.jp

2

3
群馬県社会教育委員連絡協議会

(令和８年度事務局担当）
kigakushu@pref.gunma.lg.jp

4 埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会

栃木県社会教育委員協議会

5 千葉県社会教育委員連絡協議会

6 東京都生涯学習審議会委員連絡協議会

7 東京都市町村社会教育委員連絡協議会

8 神奈川県社会教育委員連絡協議会

syakyou@pref.kanagawa.lg.jp

9 新潟県社会教育委員連絡協議会

ngt500060@pref.niigata.lg.jp

10 山梨県社会教育委員連絡協議会

11 長野県社会教育委員連絡協議会

12 静岡県社会教育委員連絡協議会

13 さいたま市社会教育委員会議

shogai-gakushu-shinko@city.saitama.lg.jp

14 千葉市社会教育委員会議

shogaigakushu.EDL@city.chiba.lg.jp

15 横浜市社会教育委員会議

ky-gakusyu@city.yokohama.lg.jp

16 川崎市社会教育委員会議

88syogai@city.kawasaki.jp

17 相模原市社会教育委員会議

shogaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

18 静岡市社会教育委員会議

kyoikusomu@city.shizuoka.lg.jp

18

19 浜松市社会教育委員会

shogaigk@city.hamamatsu.shizuoka.jp

20 新潟市社会教育委員会議

(一社)全国社会教育委員連合

shakyoren@shakyoren.or.jp

参 考

- 15 -

mailto:shogaku1@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ky-gakusyu@city.yokohama.lg.jp
mailto:shogaku1@pref.ibaraki.lg.jp
mailto:ky-gakusyu@city.yokohama.lg.jp


NO 団体名 会長等・事務局 備考

1 鈴木　眞理 ご来賓

2 豊田　政治 ご来賓

3 稲葉　里子 会長

4 阿部　裕美 事務局

5 栃木県社会教育委員協議会 池澤　彩花 事務局

6 鈴木　正一郎 副会長

7 今井　隆太 事務局

8 東京都市町村社会教育委員連絡協議会 中田　智久 事務局

9 小池　茂子 議長

10 尾上　夏子 事務局長

11 加藤　重義 会長

12 河西　絵美 事務局

13 羽田　吉彦 会長

14 油井　玲子 事務局

15 中嶌　るり子 会長

16 水野きみ代 事務局

17 相模原市社会教育委員会議 秦野　玲子 議長

18 浜松市社会教育委員会 袴田　陽太 事務局

19 佐藤　忍 副会長

20 箱田　陽子 事務局

21 田野崎　和人 事務局

令和８年度関東甲信越静社会教育委員連絡協議会
第１回理事会出席者名簿

長野県社会教育委員連絡協議会

茨城県社会教育委員連絡協議会

全国社会教育委員連合

群馬県社会教育委員連絡協議会

静岡県社会教育委員連絡協議会

山梨県社会教育委員連絡協議会

神奈川県社会教育委員連絡協議会

千葉県社会教育委員連絡協議会
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中嶌　るり子　様

受付

油井　玲子　様 羽田　吉彦　様

長野県　事務局 長野県　会長 東京都　事務局

中田　智久河西　絵美　様 加藤　重義　様 尾上　夏子　様

山梨県　事務局 山梨県　会長 神奈川県　事務局長

静岡県　会長

令和8年度　関東甲信越静　社会教育委員連絡協議会　第1回理事会　座席表

茨城県　会長

稲葉　里子　様

群馬県　事務局

田野崎　和人

(一社)全国社会教育委員連合 

阿部　裕美　様

会長

静岡県　事務局

水野　きみ代　様

浜松市　事務局

袴田　陽太　様

相模原市　議長

秦野　玲子　様

群馬県　副会長

佐藤　忍　様

千葉県　副会長

鈴木　正一郎　様 鈴木　眞理　様

常務理事

豊田　政治　様

栃木県　事務局

池澤　彩花　様

千葉県　事務局

今井　隆太　様

茨城県　事務局

箱田　陽子

神奈川県　会長

小池　茂子　様

群馬県　事務局
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